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1
CEホールディングスとは

・・・ 03CEホールディングスは、「医療を中⼼としたヘルスケアをITの⼒で⽀援する」ことを企業理念とするグループです。
事業の中核である病院向け電子カルテは、国内でTOP３に入る納入実績があります。

2
CEホールディングスの業績推移

・・・ 09CEホールディンググループの業績は、2020年9月期から2025年9月期の5年間で、
売上額は約142%、営業利益は約274%伸⻑する⾒込みです。

3

中核とする電子カルテ事業
・・・ 12病院への電子カルテ導入は、2013年からの10年間で2倍以上に増えています。（約2,000→4,000施設）

私たちの強みは、医療ITの中⼼である電子カルテ市場において、約950施設への導入実績を積み重ね、
お客様のニーズを把握した製品を開発し、ノウハウを蓄積し、全国へのサービス網を構築してきたことです。

4
株主様への還元

・・・ 252020年9月期の6.8円から、2025年9月期には22円に配当を増やしていく予定です。
株主様への利益還元として、累進配当により、今後も増配または配当維持を継続する⽅針です。

5

まとめ 〜CEホールディングスが目指す姿〜

・・・ 29
中核事業である電子カルテシステムの「時間軸」と「空間軸」を拡⼤した領域に、
グループ全体で事業の参画を強め、成⻑します。少子⾼齢化が進展する中、医療DX政策の追い風を受けて、
医療現場をITにより⽀援し、医療の質や安全性の維持向上を⽀え、社会への貢献と事業の成⻑を継続してい
きます。
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CEホールディングスとは
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社名の由来 / 経営理念・企業理念

C E ホールディングス
人々（Consumer）や企業（Enterprise）のために、ヘルスケアの分野で貢献する

4

経営理念
⼈は心に活き心に動く、⼈こそ企業なり。

⼈の心の痛みを理解し、思いやりと他を⽣かすことにより、⾃らも伸びる企業を目指す。

企業理念
医療を中⼼としたヘルスケア全般をITで支援し、それに関わる
「国⺠の安全･安⼼な生活」や「社会や事業者が抱える課題解決」

に寄与することを目指す。

Consumer Enterprise
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会社概要 （2024年12月末現在）

5

持株
会社

事業会社 持株⽐率

CEホールディングス
設 ⽴ 1996年3月

本 社 札幌市

資 本 ⾦ 約12億円

市 場
東証スタンダード / 札証

証券コード 4320

従 業 員 数 606名（2024年9月30日現在）

代表取締役会⻑ 杉本 惠昭

代表取締役社⻑ 新⾥ 雅則

シーエスアイ

エムシーエス

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｿﾘｭｰｼｮﾝ

マイクロン

ｴﾑﾌﾛﾝﾃｨｱ

Mocosuku

ｻﾝｶｸｶﾝﾊﾟﾆｰ

100.0%
電子カルテシステム「MI･RA･Is」を中心と
した医療システム開発と受託システム開発

57.5%
医療とWebの知⾒を活⽤した、産業保健
事業、人材事業、マーケティング事業

100.0%
企業やサービスのデジタルマーケティング
実⾏⽀援とデジタルマーケ人材を育成

85.3%
イメージング技術を活⽤した、効率的な
臨床開発⽀援

51.0%
看護業務システムの開発・導入・運⽤保守
をトータルサポート

マイクロン100.0%
臨床開発に必要な、⾼度な人材の派遣

100.0%
医療情報システムの開発・導入・運⽤保守
をトータルサポート
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グループの歩み

6

1995 2000 2005 2010 2015 2020

1996
設⽴

2000
シーエスアイ
に商号変更

2001
マザーズ上場

2013
商号変更

2014
一部上場

2022
プライム移⾏

2023/10
スタンダード移⾏

会社分割

2013

2013

2015

2019

2021

2022

旧 シーエスアイ

(※)旧ディージェーワールドと旧システム情報パートナーが2021年に合併

CEホールディングス

シーエスアイ

Mocosuku

エムシーエス

マイクロン

デジタルソリューション（※）

サンカクカンパニー

エムフロンティア
（マイクロンの完全子会社）
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CEホールディングスの主な事業（中核事業）

7

電子カルテシステム
を中⼼に、病院で使⽤される医療情報システムの開発・販売・運⽤
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CEホールディングスの主な事業
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医
薬
品
・
医
療
機
器
開
発
支
援

医
療
機
関
と
患
者
の

情
報
共
有
サ
ー
ビ
ス

デ
ジ
タ
ル

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

臨床試験において、データ
を収集・解析し、医薬品や
医療機器等の有効性や安全
性を評価。画像解析を利⽤
した開発業務受託は、国内･
アジア圏最多。

生涯にわたる個人の健康・
医療に関わる情報を活⽤す
ることで、⾃⾝の健康管理
や医療機関・⾃治体とも連
携でき、健康増進につなが
るサービスを提供。

企業や商品のデジタルマー
ケティングを⽀援。メディ
カル領域におけるユーザー
インターフェイスの開発や
サイト構築にも注⼒。
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CEホールディングスの業績推移
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業績推移と今期の⾒通し

10

 過去5年間で、売上額は約142%、営業利益は約274%となる⾒通し
 2025年9月期は売上⾼、営業利益、当期純利益ともに過去最⾼を予想
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11,000
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2020年9月期 2021年9月期 2022年9月期 2023年9月期 2024年9月期 2025年9月期

売上高 / 営業利益 / 当期純利益 の推移（百万円）

営業利益 当期純利益 売上⾼
（予想）

固定資産
特別損失

▲449

医薬品・医療機器の臨床開発⽀援の業績悪化、
同事業並びにデジタルマーケティング⽀援の

固定資産に係る特別損失※ 記載⾦額は百万円未満を切り捨てて表⽰
※ 当期純利益は、親会社株主に帰属する当期純利益を表⽰
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経営方針

11

文書⽣成AI

看護支援機能

プログラム医療機器
（AI診断支援等）

⼈材派遣（FM）

電子カルテ
MI･RA･Is

サイネージ

患者や家族

⾏政や企業

来院前 来院後

【空間軸】

【時間軸】

治療管理（慢性疾患）
ドクターコネクト

診療予約
ドクターコネクト

施設予約
ドクターコネクト

マイナ保険証対応

もこすく相談所
（健康相談）

マイナポータル対応

医薬品・医療機器
開発支援

リハビリシステム

後払い

電子処方箋対応

電子カルテ
情報共有サービス対応

デジタルマーケティング

中核事業である電子カルテシステムの「時間軸」と「空間軸」を拡⼤した領域に、
グループ全体で事業の参画を強め、成⻑する

病院内
事前問診

ドクターコネクト

薬局
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中核とする電子カルテ事業
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電子カルテシステムとは

13

診察室

診察後診察診察準備

過去の診療内容参照
問診・診察前検査

情報収集・診断
検査や処⽅の指示

次回の診察や検査予約
会計や処⽅

【検査部門】

【放射線部門】
【薬剤部門】

【給食部門】

【医事課】

調剤
搬送（窓口・病棟）

検査実施
結果報告

検査（撮影）、読影
画像・所⾒報告

調理・配膳
搬送（病棟）

会計計算
収納

診察・検査・処方・会計など、病院内のたくさんの業務を結ぶ全体コントロールシステム

各部門と連携
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電子カルテシステムは、少子高齢化など医療を取り巻く課題解決に貢献

14

医療需要の増加 医療従事者の不⾜ 働き方改革 医療の質や
安全性向上への期待

医療需要の増加に相反して、担い⼿は不⾜
医療の質や安全性の維持向上のため、

電子カルテを中心とする「医療DX」に⼤きな期待
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総人口
12,326万⼈

高齢⼈⼝の拡⼤と⽣産⼈⼝（働き⼿）の縮⼩は、更に進む

15

 2025年に団塊の世代約800万人が全て75歳以上となり、⾼齢化が進み医療需要が拡⼤
 15〜64歳の⽣産人口は更に縮⼩し、出⽣率も減少傾向。今後は深刻な働き⼿不⾜に
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10,000

12,000

14,000

1950 1960 1970 1980 1990 2000 2010 2020 2030 2040 2050 2060 2070

14歳以下人口 15〜64歳人口 65歳以上人口 ⾼齢化率

出所︓総務省「国勢調査」、国⽴社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（令和5年推計）」

⾼齢化率（65歳以上人口割合）
30.3%

⾼齢化率38.7%

総人口
8,700万⼈

万人
％
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対策はITに期待 （医療DXの推進に関する⼯程表︓厚⽣労働省）

16

全て電子カルテがベース

出所︓厚⽣労働省「第2回医療DX推進本部（令和5年6月2日）」資料
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医療DXの市場規模は拡⼤が続く

17

495 

929 

1,395 

2,089 

2,357 
2,560 

2,903 
3,221 

3,492 
3,723 

3,903 
4,080 

4,208 

導入数推移（件）※1

電子カルテシステムの導入は年々増加。 ヘルスケアIT市場は2025年現在、4,000億円
規模に。電子カルテ市場は約3,000億円と予測。

※1 JAHIS（一般社団法人保険医療福祉情報システム⼯業会）ホームページより引⽤(2025.2時点公表値 2023.4月時点調査）データを引⽤し当社作成
※2 厚⽣労働省 令和５(2023)年医療施設（静態・動態）調査・病院報告の概況
※3 厚⽣労働省ヘルスケアスタートアップ等の振興・⽀援策検討プロジェクトチーム「ヘルスケアスタートアップの振興・⽀援に関するホワイトペーパー」

・全病院数︓8,122

・導入済 ︓4,208（51.8%）
・未導入 ︓3,914

約4,000病院に
導入余地あり 2020年

（一部推計）
2025年
（予測）

電子カルテ市場規模

約3,000億円

約4,000億円

日本におけるヘルスケアIT市場規模※3

約3,000億円

※2
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当社の電子カルテ事業の特⻑（強み）

18

オンプレミス・クラウド 2つの形態で提供

オンプレミス型

病院内にサーバーを設置し、
電子カルテシステムを
運⽤していくスタイル。

クラウド型

外部のクラウド上にサーバー
を置き電子カルテシステムを

運⽤していくスタイル。
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当社の電子カルテ事業の特⻑（強み）

19

国内の病床規模別病院数（※1）

（※1）厚生労働省 令和５(2023)年医療施設（静態・動態）調査・病院報告の概況 （※2）「医療機器システム⽩書2025」データから当社集計

国内の電子カルテシステム導入状況（※2）

735 670 
1,013 

1,378 1,410 

2,916 

400〜 300〜399 200〜299 150〜199 100〜149 20〜99病床数

日本の8割以上
（約6,700病院）が
300床未満の病院

300床以上
の病院

導入

85%

未導入

15%

300床未満
の病院

導入

51%未導入

49%

当社は導入余地が大きい300床未満の病院への納入実績が多く、
製品やサポートがその特性に適合

300床未満の病院の49%、
約3,300病院が

電子カルテ未導入

当社の電子カルテシステム
導入実績 「病床規模別」

400床以上
2.1% 300〜399床

7.4%

200〜299床
11.7%

100〜199床
36.5%

20〜99床
21.1%

20床未満
21.2%

当社顧客の約7割が300床未満の病院

ポイント１ ポイント2

ポイント3



Copyright© CE Holdings Co., Ltd. All rights reserved.

当社の電子カルテ事業の特⻑（強み）

20

各病院の部門にとって最適なシステムと連携し、満⾜度を向上

No Good. Good!

電子カルテ
A社 リハビリsys

A社

検査sys

A社 画像sys

A社

電子カルテ
C社 リハビリsys

C社

検査sys

X社 画像sys

Y社

「ちょっと画像システムは使いにくいなぁ・・・」 「やっぱり画像システムはY社だよね︕」

アレンジ
不可

アレンジ
可

「好みに応じてカスタム設計で⾃由度高い︕」「間取りやデザインの変更できない・・・」

注⽂住宅建売住宅



Copyright© CE Holdings Co., Ltd. All rights reserved. 21

電子カルテシステムの開発元である当社と全国のSIパートナーとの協業による
製販⼀体となった製品⼒と販売⼒

全国に約80拠点

全国NEC系販社
（MegaOak₋MI･RA･Is）

ウィーメックス㈱

キヤノンITSメディカル㈱

医療系コンサル会社 等

本社システム営業部
東京⽀社
⼤阪⽀店
九州⽀店

【販売パートナー】

福岡

⼤阪
東京

札幌
【直販拠点】（CSI）

当社の電子カルテ事業の特⻑（強み）
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当社の電子カルテ事業の特⻑（強み）

22

全国約950医療機関の顧客基盤を拡大しつつ、継続性の高いビジネスを展開

病院全体に関わる
システムであり、

ベンダー変更の影響が
⼤きいため

顧客継続率が高い

3つの収益源による
ストック型ビジネス

新規導入（都度）

①保守（毎月）
②増設・拡張

③システム更新
（約5〜7年毎）

電子カルテシステムにおける
ストック型ビジネスのイメージ

新規導入 ① 保守 ③ システム更新 ① 保守

① 保守新規導入 ② 増設・拡張 ① 保守

新規導入 ① 保守 ③ システム更新

新規導入 ① 保守

新規導入 ① 保守 ② 増設・拡張

ス ト ッ ク
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750 772 773 819

72 67 84
7243 44 60 51

2021年9月期 2022年9月期 2023年9月期 2024年9月期 2025年9月期
（予想）

当社の電子カルテ導入医療機関数推移

23

 電子カルテシステムは顧客継続率が⾼く、累積して増えていく

865 883
917

942
947

1Q時点

910

27
10



Copyright© CE Holdings Co., Ltd. All rights reserved.

当社電子カルテ「MI･RA･Is」 の導入実績

24

（2024年12月31日現在）

166件

【九州・沖縄】

128件

【中国・四国】

115件

【近畿】

205件

【関東】

114件

【東海・北陸】

92件

【東北・甲信越】

127件

【北海道】947件

【合計】

北海道から九州・沖縄まで全国に展開
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株主様への還元
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業績推移と今期の⾒通し（再掲）

26

 過去5年間で、売上額は約142%、営業利益は約274%となる⾒通し
 2025年9月期は売上⾼、営業利益、当期純利益ともに過去最⾼を予想

547 

879 
1,031 

1,254 
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15,000 

0
200
400
600
800
1,000
1,200
1,400
1,600
1,800
2,000

7,000

8,000

9,000

10,000
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2020年9月期 2021年9月期 2022年9月期 2023年9月期 2024年9月期 2025年9月期

売上高 / 営業利益 / 当期純利益 の推移（百万円）

営業利益 当期純利益 売上⾼
（予想）

固定資産
特別損失

▲449

医薬品・医療機器の臨床開発⽀援の業績悪化、
同事業並びにデジタルマーケティング⽀援の

固定資産に係る特別損失
※ 記載⾦額は百万円未満を切り捨てて表⽰
※ 当期純利益は、親会社株主に帰属する当期純利益を表⽰
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株主還元方針及び剰余⾦の配当
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 2024年9月期配当（1株18円）をスタートとし、累進配当により、今後は増配または配当維持を継続
 連結配当性向は、前記の累進配当⽅針に合致しない可能性があるため、それに加えて配当利回り、

総還元性向並びに⾃⼰資本配当率（DOE）なども踏まえて、配当及び機動的な⾃⼰株式取得を実施

6.8
8.0

12.0
14.0

18.0

22.0

2020年9月期 2021年9月期 2022年9月期 2023年9月期 2024年9月期 2025年9月期
（予想）

+4円
+4円配当⾦の推移（円）

配当利回り（会社予想）

3.51%
（2025年2月14日終値626円として算出）

 2020年9月期の6.8円から、2025年9月期には22円の配当を予定
 株主様への利益還元として累進配当により、今後も増配または配当維持を継続する⽅針
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直近6カ月の株価の推移
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直近の株価

626円
（2025年2月14日終値）
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まとめ 〜CEホールディングスが目指す姿〜
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グループ経営方針
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中核事業である電子カルテシステムの
「時間軸」と「空間軸」を拡⼤した領域に、

グループ全体で事業の参画を強め成⻑する

全国の販売・SIパートナーとの連携を強化し、
医療ITソリューションのトップベンダーへ

拡⼤させていく事業領域の製品やサービスに
AIの活用を推進する
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2030年に向けて
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コアコンピタンスをベースに事業を成⻑させ、「事業からの利益創出」と「人材育成・
事業拡⼤・経営基盤強化への再投資」を両輪に好循環を⽣み出す。

投資

利益⼈材投資
協業 製品開発投資

M&A
海外展開加速

AI等新技術活用

コア・コンピタンス
医療・ヘルスケア領域全般において、
病院をはじめ製薬企業や医療機器企業
などの現場のニーズを理解し、
中⻑期にわたり価値を提供しつづけることが
できる製品と⼈材を保有
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主な事業の2026年9月期の姿
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「電子カルテ」の領域を拡⼤し、
グループ各社の強みをバネに事業を拡⼤

電子カルテシステム
病院等医療機関向けの事業

医療機関と患者の情報共有サービス
個⼈（患者や医療従事者）向けの事業

医薬品・医療機器開発支援

製薬会社・医療機器メーカー等向けの事業

デジタルマーケティング支援
企業・組織向けの事業

 更に売上⾼を拡⼤し、利益の絶対額を拡⼤
 営業利益率10%を確保しながら、製品開発に投資

 2025年に、利⽤者数・100万人達成
 他社サービス連携により利⽤者数獲得を加速

アジアでトップのイメージ解析技術を活かし
 海外企業との連携事業を拡⼤
 プログラム医療機器の⾃社開発を加速

 Web制作の強みを、アクセス解析、広告運⽤、及び
それらのコンサルティングまで拡⼤し、上流から下流まで
のデジタルマーケティングを⽀援

 コンシューマ視点を医療・ヘルスケア向け製品に応⽤
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まとめ
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1
電子カルテシステムを中核として、

ITの⼒で医療・ヘルスケアを支援する事業を展開

2
医療DX政策の追い風を受けて、グループ全体の事業を成⻑

3
2025年9月期は過去最高益を⾒込み、累進配当を継続

少子高齢化が進展する中、医療現場をITにより支援し、
医療の質や安全性の維持向上を支え、

社会への貢献と事業の成⻑を継続していきます。
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ウェブサイト紹介
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CEホールディングスの事業の詳細やIR情報は当社ウェブサイトをご覧ください

QRコードからもご覧いただけます。

CEホールディングス 「投資家の皆様へ」
https://www.ce-hd.co.jp/ir/
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本資料に含まれる業界の動向や分析、今後の⾒通し、施策等は、現時点における情報に基づき判断したものであります。
従いまして、将来の業績等につきましては、今後様々な要因により、⼤きく異なる可能性があります。

投資を⾏う際は、利⽤者ご⾃⾝のご判断で⾏われますようお願いいたします。

【お問合せ先】

株式会社ＣＥホールディングス
経営・事業企画室

TEL.011-861-1600

ご清聴ありがとうございました


